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公益社団法人経済同友会 

 

1. 趣旨 

本会では「経営人材育成アカデミー」と称し、主に非会員を対象に、メンバーの役職や研修目

的に応じて「リーダーシップ・プログラム」「ジュニア・リーダーシップ・プログラム」「リベラ

ルアーツ・プログラム（2026年度は“リーダーのための教養プログラム”に改称予定）」の 3プ

ログラムを提供しています。2024 年度からは開かれた経済同友会を目指すとともに、参加者の

多様化を図るため、これらのプログラムを公益目的事業と位置づけ、広く参加メンバーを募集

してまいりました。 

今般、2026 年度経営人材育成アカデミーのメンバー募集を開始しましたので、ご関心のある

法人のご担当者様におかれましては、各プログラムの開催要領にお目通しいただき、下記に記

載の E-mail よりお申込みいただけますと幸いです。なお、お申込みいただいた場合でも必ずし

もご参加いただけるとは限りませんので、予めご容赦ください。また、貴法人の将来のトップマ

ネジメントを担う経営人材や次期上級幹部候補者等の育成を目的に実施しますので、参加申込

は法人単位で承ります。（ご本人様による自己研鑽を目的とした参加申込はいただけません。） 

 

 

2. スケジュール 

時期 プロセス 

3月 6（金）締切 各企業様から参加希望のお申込み 

※この時点で具体的な参加者を決定していただく必要は 

ございません 

※ご参加いただけることが決まった際にはキャンセルできません 

ので、お申し込みは慎重にお願いいたします 

3月 27（金） 選考結果（参加可否）の通知 

4月 17 日（金）締切 参加いただける企業様におかれましては、所定のフォームより具体

的な参加メンバーの情報と略歴をご提出いただきます 

5月末～ 各プログラムスタート 

 

  



3. メンバー募集・選考について 

 審査会で審査のうえ参加可否を決定します。お申込みいただいてもご参加いただけない場

合がありますので、予めご了承ください。 

 なお、選考の段階で追加の資料をご提出いただく場合がございますので予めご了承くださ

い。 

 当プログラムへの連続参加年数、メンバーの多様性などを総合的に加味してメンバーを選

考いたします。 

 選考結果は 3月 27日（金）までに各企業のご担当者へご連絡申し上げます。 

 各プログラム 1社 1 名までとさせていただきます。 

 

 

4. 参加費 

ご請求のタイミング等につきましては、別途ご連絡いたします。 

プログラム 参加費 参加費に含まれないもの 

リーダーシップ・プログラム※1 143 万円（税込）  会合出席に伴う各自の交通費 

 合宿の際の交通費、宿泊費 

ジュニア・リーダーシップ・ 

プログラム※2 

99 万円（税込）  会合出席に伴う各自の交通費 

リベラルアーツ・プログラム※3 99 万円（税込）  会合出席に伴う各自の交通費 

※1 会場費、資料代、講師謝礼金、運営費、軽食代、合宿参加費、懇談会の費用等を含む。 

2025年度まで合宿への参加費を別途ご負担いただいておりましたが、2026 年度より参加費 

として一括して頂戴いたします。（ただし、合宿の際の交通費や宿泊費には含まれません） 

※2 会場費、資料代、講師謝礼金、運営費、お弁当代、懇談会の費用等を含む。 

※3 会場費、資料（課題図書）代、講師謝礼金、運営費、お弁当代、オフサイト会合、懇談会の 

費用等を含む。 

 

 

5. お申込み方法 

各プログラムの開催要領にお目通しのうえ、以下の E-mail アドレス宛に 3 月 6 日（金）までに

お申込みください。 

その際、以下の項目を記載いただきますようお願いいたします。 

 

① 参加希望プログラム（該当するものに「○」を付けてください） 

[ ] リーダーシップ・プログラム 

[ ] ジュニア・リーダーシップ・プログラム 

[ ] リベラルアーツ・プログラム 

 

② 参加予定者の性別（現時点の予定で構いません） 



 リーダーシップ・プログラム：[ 男性 / 女性 / 未定 ] 

 ジュニア・リーダーシップ・プログラム：[ 男性 / 女性 / 未定 ] 

 リベラルアーツ・プログラム：[ 男性 / 女性 / 未定 ] 

※不要なものを消して選択してください。 

 

③ 貴社情報 

 貴社名 

 人事担当者（本件担当者）の部署名 

 人事担当者（本件担当者）のお名前 

 人事担当者（本件担当者）のメールアドレス 

 人事担当者（本件担当者）のお電話番号 

 

④ 備考（あれば） 

 

 

6. お申込み・お問い合わせ先 

2026年度経営人材育成アカデミー担当者：academy2026-apply(at)doyukai.or.jp 

※ (at) は @ に置き換えて下さい 

 



経営人材育成アカデミー

経営人材育成アカデミーは、

次世代を担うリーダーの育成を目的としています。
参加者が身につけるべき能力ごとに３つのプログラムに
分かれており、いずれも組織で次なるステージを目指す方の、
視野や知見、ネットワークを大きく広げる内容です。

全プログラムに係る価値

１）経営トップ層や有識者を講師として招聘した講演を複数回実施し、
講師や参加者との意見交換や質疑応答の対話を通じて、視野や知見を拡大できる

２）同じ志を持つ参加者同士の、業界の垣根を超えたネットワークを構築できる
グループ研究／グループディスカッションなど

Next→



目的 参加者イメージ 修了目標 プログラムの内容※２

リーダーシップ・
プログラム
（LSP）

経営トップ層の育成 執行役員クラス

①組織マネジメント
②自身のリーダー
シップの確立

③社会全体を俯瞰する
視野の広さ

・経営トップ層や有識者による
講演とディスカッション

・年２回の合宿
（個人スピーチ含む）
・グループ研究

リベラルアーツ・
プログラム※１

（LAP）

経営トップ層および次期
上級幹部の育成

JLSP修了に相当するビジネス
スキルを習得した人向け

・部長、本部長
・スタートアップ企業の
役員、社員

①幅広い教養の獲得
②①をもとに深く考え
ると同時に教養をビ
ジネスに応用する力

③人を惹きつける対話
力

・幅広いテーマを深く掘り下げ
るディスカッション

・経済同友会幹部との意見交換
・課題図書による事前インプット
・体験型の学び

ジュニア・
リーダーシップ・

プログラム
（JLSP）

次期上級幹部の育成
部長クラス
※女性が７割

①チームマネジメント
②次期上級幹部を目指
すにあたり必要な視座
と資質（判断力、発信
力）の涵養

・経済同友会幹部を主とした経営
者による講演と質疑

・企業施設見学会
・個人スピーチ
・グループ研究

経営人材育成アカデミー プログラム早見表

※１：2026年度は“リーダーのための教養プログラム”に改称予定
※２：開催年度によって一部内容が異なることがあります

各プログラムの修了目標、プログラムの内容、参加資格等の詳細は各プログラムの開催要領をご覧ください



経営人材育成アカデミー イメージ図

社員

課長

部長

本部長

執行役員

経営者

求められる能力の幅

リーダーシップ・
プログラム

（次期経営者の育成）

ジュニア・
リーダーシップ・

プログラム
（次期上級幹部育成）

不確実性が高く、高度な判断が必要
（ビジネススキルに加えてリベラルアーツも重要）

リベラルアーツ・プログラム
（次期経営者および次期上級幹部の育成）



経営人材育成アカデミー 次世代リーダー育成のロードマップ

A
さん

JLSP LAP LSP

JLSP

LSPで社会を俯瞰する視野と高
度な組織マネジメントの能力を
養う。修了後、社会を牽引する
リーダーとしてリベラルアーツ
の重要性に気づき、LAPに参加。

JLSPでチームマネジメントのスキルを磨き、
LAPでさらに深い洞察力を身に着ける。
リーダーとしてさらなる飛躍を目指しLSPで
組織マネジメントを学ぶ。

LAPで幅広い教養を通じて物事を深く考える
力を培う。さらに経営者としての視点を強化
するために、LSPに参加。

LAP LSP

LSP LAP

B
さん

C
さん

JLSP

LAP
D

さん

会員
経済同友会会員として活動する
中でリベラルアーツを学ぶこと
への関心を持ちLAPに参加。
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